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(平成 3年度) 飯塚康行 (文化財係主事),中尾秀信 (同 ),宮本英樹 (同),富田

茂雄 (指導員),稲 田 奨 (嘱託員),山尾絹江 (同),坂本泰敏
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4.調査の実施にあたっては,次の方々の指導と協力を得た。記して感謝の意を表する次

第である。

調査指導  山本 清氏 (島根大学名誉教授),三浦 清氏 (島根大学教授),勝部 衛

氏 (玉湯町立玉作資料館館長補佐),片岡詩子氏 (玉湯町教育委員会主

任主事),平野芳英氏 (八雲立つ風土記の丘学芸主任),松本岩雄氏 (島

根県教育委員会文化課埋蔵文化財第 3係長), 卜部吉博氏 (島根県教育

委員会文化課埋蔵文化財第 2係長),今岡一三氏 (同主事),丹羽野裕氏

(島根県教育委員会文化課文化財管理指導係主事),三宅博士氏 (安来

市教育委員会生涯学習課文化係長心得兼主任),杉谷愛象氏 (米子市教

育委員会社会教育課主任)

調査協力  雲山採俊 (有限会社松雲建設興業),柴田啓典 (同),磯遊明夫 (有限会

社松雲土木),船木一博 (同 )

5。 出土遺物はすべて松江市教育委員会で保管している。

6.本書の編集及び執筆,図面の浄書等は飯塚,中尾がこれを行った。

文化財愛護シンポルマークとは……

このマークは昭和41年 5月 26日 に文化財保護委員会 (現文化庁)
が全国に公募し、決定した文化財愛護の運動を推進するためのシン

ボルマークです。

重墓寒婁繁墓aち 亀需が、写蕉括警亀ダを曜言8霜なさ尼恋乾蚕写
て全体で軒を支える腕木の役をなす組物のイメージを表わし、これ
を三つ重ねることにより、文化財というみんなの遺産を過去 。現在
・未来にわたり永遠に伝承していこうというものです。

文化財愛護

シンボルマーク
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1.調 査 に至 る経緯

二名留古墳群は松江市乃木福富町字二名留,忌部川下流西方に南北にのびる丘陵上に所

在する。昭和54年民間による宅地開発が行われた際, 5月 18日 に石棺が発見されたことを

契機に周知されるようになった。

本古墳群は丘陵が宍道湖岸にのびた先端部分に3基存在 し,先端部に位置する古墳から

順に 1号墳, 2号墳, 3号墳と命名された。

石棺が発見された 1号墳は昭和54年 5月 20日 から同年 5月 26日 までの計 7日 間で緊急調

査が実施された。

その後昭和63年に有限会社松雲土木によって住宅団地の造成が計画された際に2号墳,

3号墳が区域内に含まれていたが,早急に調査に対応できないため,古墳部分を暫定的に

残 して工事が進められていた。 しかし,平成元年 2月 に入って長雨の影響で 3号墳を撮護

するコンクリー ト擁壁に亀裂が生 じ, 2月 28日 に擁壁が崩壊する結果となった。そのため

古墳の本体に影響が生じると判断された 3号墳の北半分部分について緊急調査を実施した。

期間は平成元年 3月 8日 から同年 3月 17日 までの計 8日 間である。

その後平成 2年10月 に入って住宅団地造成のI期工事にかかる開発協議があり,平成 3

年 3月 から工事に着手することとなった。これに際 して 3号墳の南半分と2号墳の発掘調

査を実施することとなった。 3号墳は平成 3年 5月 7日 から同年 6月 6日 までの計15日 間,

2号墳は平成 3年 6月 7日 から同年 9月 ■日までの計40日 間である。

2.周辺の歴史的環境

二名留古墳群 (1)は松江市乃木福富町字二名留に所在する。

遺跡は松江市と玉湯町の境を宍道湖岸に向かって南へのびる丘陵の南端上に位置する。

周囲は東西は狭い谷を隔ててすぐ南北に走る丘陵に狭まれ,平野を望むことはできないが,

北西方向眼下に広がる宍道湖を見渡す景勝の地にある。

乃木地区周辺における遺跡については不明な点が多いが,その様相を出土遺物から推定

すると,廻田遺跡 (8)出上のナイフ型石器が注目され,人々の生活は旧石器時代にまで

さかのぼるものと推定される。
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第 3図 周辺 の遺跡

1.三名留古墳群  2.福 富湖岸遺跡  3 大角山遺跡  4 大角山古墳群  5,す べりざこ横穴群
6.欠田追跡  7.神 立遺跡  8.廻 田遺跡  9.森 木谷古墳  10.松本古墳群  11.福富工遺跡
12.連花垣遺跡  13.屋形遺跡  14.松本遺跡 15.福富 I遺跡 16.乃白玉作跡 17.屋形古墳
18.松本修法壇跡  19天 場古墳  20,乃 白遺跡  21.乃 白権現遺跡  22.弥陀原横穴群
23.松本横穴群  24.岩屋口古墳  25,薬師前遺跡  26.向原古墳群  27.友田遺跡
28.南友田遺跡  29.田和山古墳群
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第 1表 周辺の遺跡一覧表

血 名 称 所   在   ru 種   別 概 要

1 二名 暫百 頂 群 松江市乃本禍冨町 百 壊 群 万墳2基 、円墳 1基

2 福冨湖岸遺跡 〃 款 布 地 石苫尖顕器

3 大角山遺跡 〃 玉 作 跡 任居跡2標、玉作工房跡3標

4 大角山古墳群 〃 百 墳 群 r塁 (H町万 後 円頂 、円頂 、万 項 ,

5 ずべ りざこ積仄群 松江市乃自町 積 穴 群 2欠以上

6 欠田遺跡 松江市乃木福冨町 散 布 地 石包丁、弥生土器片、土師器片他

7 神 立 還跡 〃 〃 弥生土器片

8 廻田還跡 〃 住 居 跡 ナイフ型有器 、竪ズ任活跡 1、 円墳 l墨

9 森木谷古墳 〃 古   墳 円墳1基

松本苗項群 松江市乃自町 古 墳 群

11 福冨 H還跡 松江市力本稿冨町 駅 布 地 ね 斧

蓮花垣遺跡 〃 〃 tl日 、HIJき 41

屋形遺跡 〃 〃 砥石、石斧、須恵器

松本遺跡 〃 〃 めのう、須恵器

福富 I遺跡 〃 〃 石 斧

乃日玉作跡 松江 rFJノ う日町 土 作 跡 thrH

屋形古墳 松江市乃本福冨町 百 墳 群 万墳 1基以上

松本修法壇跡 松江市乃自町 修法壇跡 修言理 、上 輛 始

天場古墳 松江市乃本福冨町 吉 墳 群 方墳1基以上

乃自遺跡 松江市乃自町 散 布 地 石 斧

ノ,日 権現適跡 〃 玉 作 跡 めのう片、主印器、須恵器

弥肥原頼爪群 〃 槙 爪 群 3バ 、頻思 器 、主 即 器 、ね硝 、人 管

松本積穴群 〃 積 穴 群 約 10穴

岩屋日古墳 〃 古   墳 硬只式有至

楽 FIW Bl」 遠 跡 〃 誡 布 地 勢 生 工 器 、 二 HIV器 、頻 思 器

同原百墳祥 松江市上力本町 吉 墳 群 万頂Z基 、円頂 Z基 、琢策W、 琢転、須忠希

友田還跡 〃 墳   墓 土頂墓26塁 、墳丘墓6基、四隅突出型1墨
石鏃、勾玉、管玉、弥生土器

雨友 田遠 跡 〃 任居 跡 Y 勾 鏃 、 F/fh笙二 器 、須 思 器

田4rl山 苫墳群 松 社 中 力 不 格 目 HJ

浜乃木町、乃自町
百 頂 群 雨万後万墳1基、前方後円墳1墨、方墳8

基、円墳2基、乃自社跡1所
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縄文時代に入ると宍道湖岸の福富湖岸遺跡 (2)出上の有舌尖頭器が知られているが,

旧石器～縄文時代の様相については,松江市内を見渡 してみてもまだ資料に乏 しく,不明

な点が多い。

弥生時代に入ると欠田遺跡 (6)が 知 られている。本遺跡は忌部川下流の自然堤防上に

あり,石包丁をはじめ弥生時代前期から古墳時代前期の重や甕が出土 していることから,

この頃には人々は水田を作 り,農業生産力を基盤として安定 した生活を営み始めていたこ

とが知 られ,村の長は経済的,政治的に権力をのばしていったものと推定される。こうし

た様相は,浜乃木町に所在する友田遺跡 (27)の墳丘墓群,土羨墓群,四隅突出型墳丘墓

にもよくあらわれている。

古墳時代に入ると,乃木地区では前期古墳は発見されておらず,様相は不明であるが,

中期になると乃木地区においても古墳が作られるようになる。大角山古墳群 (4)は この

頃に築造された古墳群であると推定され,全長61.4mを測る大型の前方後円墳を中心とし

て合計 7基が存在する。一方花仙山を中心として,玉湯川,忌部川流域では古墳時代前期

頃から花仙山産出の碧玉,めのうを原石とした玉作 りが始まっており,乃木地区において

も, 3棟の玉作 り工房跡が発見された大角山遺跡 (3)をはじめ,松本遺跡 (14),乃白権

現遺跡 (21)か ら出上 した多 くの玉原石,未製品,砥石類が知られている。

古墳時代後期に入ると,浜乃木町に所在する独立丘陵上に田和山古墳群 (29)がある。

本古墳群は横穴式石室を持つ全長20mの前方後円墳を中心として合計12基からなることが

知られ,依然として乃木地区で勢力を伸ばす豪族がいる一方で,弥陀原横穴群 (22),松

本横穴群 (23),す べりざこ横穴群 (5)な どに見られるように,農業生産力を基盤として

しだいに経済力を蓄積 していった有力農民層もあったことが考えられる。

奈良時代以降ではほとんど遺跡が見つかっておらず,中世末～近世初頭の松本修法壇跡 (18)

が知 られる程度で様相は不明である。

3.調 査 の 概 要

(1)1号墳の調査

1号墳は古墳群が存在する丘陵先端部の尾根筋を少し外した山寄せの形態で立地する。

既に古墳の東半分が失われていたので,残った墳丘部分にL字型にトレンチを設定して地

山面まで掘り下げた。また周濠の有無を確認するため,墳裾部分も平行 して掘り下げた。

-7-



N

／
焦
ｈ

ア.墳丘について

調査の結果,推定一辺13mを測る方墳であることがわかった。

墳丘の築造方法は,旧地表面から周濠を掘り,一辺13mの方形の墳丘基盤を形成 し,地

山上に箱式石棺を組み立ててその上に最大90calの盛土を施して整形したものと考えられる。

墳丘掘削時の出土遺物はなかった。

イ.周濠について

墳丘西側で周濠が確認された。

周濠は山狼1部分でよく残り,最大幅5m,深さ30clnを測る。周濠内側ラインは南西部,

/ //争
/

第 4図  1号墳墳丘測量図
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北西部ともにはぼ直角に屈曲しており,本墳が方墳であることをよくあらわすが,周濠外

側ラインはゆるやかにカーブしており,山裾に向かって周濠はしだいに不明確となる。周

濠掘削時の出土遺物はなかった。

ウ.主体部について

本墳の主体部には長辺を南北方向にあわせた来待石製の箱式石構を持つ。丘陵斜面の南

西寄 り部分の地山を削り取って平坦面をつくり,そ こを20cmほ ど掘り込んで安置する。石

棺周辺には来待石の破片が散布しており,現地で加工して組み立てたことが考えられる。

この箱式石棺は,内法で長さ190cm,南端幅65cm,北端幅50cm,深 さ43clnを 測 り, 3枚

の床石を置いた後,両小口部分にそれぞれ 1枚石の小口板を立て,両側面をそれぞれ 3枚

の板石を継いだ側板で挟み,その上に蓋石を置く。蓋石は壊れていたが,本来は2枚継ぎ

であったと推定される。裏面に割り込みは見られなかった。石材はいずれも平滑に加工し

ており,極めて整美なものである。

石棺内棺底の出土遺物としては,南東隅に天地逆転に伏せて須恵器高芥 1(Nlo l),北

西隅に鉄製短刀1(PL-23,No18),北東隅に鉄製刀子 1(No17),鉄鏃 5本 (舶 7～Noll),

南西隅に鉄鏃 5本 (No12～No16)が ある。また注目される点としては,南西隅と北東隅の

2箇所で赤色顔料が検出された。石棺外の出土遺物としては,蓋石南辺に接して須恵器堤

瓶 1(No 2)が ある。

工.出土遺物について

PL-23,Nlo18 石棺内棺底北西隅で検出された短刀である。全長37cln,最大刃幅 3 cll

を測り, 8 clllほ どの把に6.4cln× 4.8cmの 楕円形の鍔を付ける。

1 石棺内棺底南東隅で検出された須恵器の高芥である。天地を逆転させて伏せた状態で

検出された。口径12.2cm,底 径11.4cm,器高15.8cmを 測る。外部外面には2条の稜と2条

の刺突文を施し,脚部には上下 2段にそれぞれ4方向から三角形の透かし穴を穿つ。

2 石棺外蓋石南辺に接して出土した須恵器の堤瓶である。口径6.9cln,器高17.6cmを測

る。肩部にやや退化した把手を付ける。胴部には意図的に打ち欠いたと思われる穴が空い

ている。

3 墳丘調査時に検出された須恵器の蓋である。No 4と セットをなすものと思われる。口

径13.6cm,器高4.5clnを 測る。やや高い天丼部から口縁部にかけてなだらかに下り, 口縁

部に至る。天丼部外面に回転ヘラケズリを施し, 日縁部外面には一条の沈線を巡らす。
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4 墳丘調査時に検出された須恵器の芥身である。No 3と セットをなすものと思われる。

口径11.3cm,器高3.6cmを 測る。立ち上がりは内傾 して短 くのびる。口縁端部はまるく,

外底部外面に回転ヘラケズリを施す。

5 墳丘調査時に検出された須恵器の外身である。口径11.lm,器高3.9clnを 測る。立ち

上がりは内傾 して短 くのびる。口縁端部はまるく,外底部外面に回転ヘラケズリを施す。

6 墳丘調査時に検出された須恵器の台付重と思われる底部破片である。底径11.5cmを 測

る。底部外面に回転糸切 り痕が残る。

7 石棺内棺底北東隅で検出された鉄鏃である。全長13.2cmで,長 さ6.9cm,幅2.2cm,厚

さ0.6clnの 身に2.lclnの 逆棘を付ける。

8 石棺内棺底北東隅で検出された鉄鏃である。全長12.3cmで,長 さ7.3cm,幅2.Ocm,厚

さ0.6cmの 身に2.4cmの 逆棘を付ける。

9 石棺内棺底北東隅で検出された鉄鏃である。全長10.7cmで,長 さ7.6cm,幅2.Ocm,厚

さ0.6cmの 身に残存長1.5cmの逆棘を付ける。

10 石棺内棺底北東隅で検出された鉄鏃である。全長13.5cmで ,長 さ8.6cm,幅2.5cm,厚

さ0.6cmの 身に1.7cmの逆棘を付ける。

11 石棺内棺底北東隅で検出された鉄鏃である。全長12.Ocmで ,長 さ7.6cnl,幅2.2cm,厚

さ0.5cmの 身を持ち,本来逆棘を付けていたものと考えられるが,欠損 しており,不明で

ある。

12 石棺内棺底南西隅で検出された鉄鏃である。先端部を欠損 し,残存長10。 lcrnで ,長 さ

6.9cln,幅2.2cm,厚 さ0.4cmの 身にO.5cmの 短い逆棘を付ける。

13 石棺内棺底南西隅で検出された鉄鏃である。全長11.8cmで,長 さ7.2clll,幅 1,9cm,厚

さ0.3cmの 身を持ち,本来逆棘を付けていたものと考えられるが,欠損 しており,不明で

ある。

14 石棺内棺底南西隅で検出された鉄鏃である。全長12.7cmで ,長 さ7.8cm,幅2.lcm,厚

さ0.4釦 の身に0。 5clnの短い逆棘を付ける。

15 石棺内棺底南西隅で検出された鉄鏃である。全長12.6cmで ,長 さ7.2cm,幅2.2cm,厚

さ0。 4cmの身にO.9clnの 短い逆棘を付ける。

16 石棺内棺底南西隅で検出された鉄鏃である。全長12.0釦 で,長 さ7.2cm,幅2.lcm,厚

さ0.4clnの 身にO.6cmの 短い逆棘を付ける。

17 石棺内棺底北東隅で検出された鉄製刀子である。全長18.7cmで,刃長10。 7cm,茎長7.7cm

を測る。関部は両関で切先はやや鋭い。
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提 瓶 NO.2

1.耕作土

2.暗褐色土

3 明褐色土
4.褐色粘性土

5`黒褐色土

6.褐色土 (白色プロック合)

7 暗福色土 (白色ブロッタ含)
8.褐色土

9`白色粘土

10.暗褐色粘性土

第 6図  1号 墳墳丘断面図
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(2)2号墳の調査

2号墳は標高25mの尾根上に位置する。 2号墳の調査は土層観察用の畦をほぼ東西南北

にあわせて設定し,地山面まで掘り下げた。

上

2号墳墳丘測量図

-18-
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ア.墳丘について

調査の結果,東西13.5m,南 北1l m,墳裾からの比高1.5mを 測る略長方形の古墳であ

ることがわかった。

墳丘の築造方法は,旧地表面から周濠を掘り,13.5m× 1lmの長方形の墳丘基盤を形成

し,旧地表上に盛土を施して整形し, 4m× 4mの平坦面をつくる。最大盛上高は墳丘中

心部で約50cmを 測る。盛土は周濠掘削時の排土を利用したものと考えられ,土色,土質共

に地山に似ている。

墳丘中の出土遺物としては,墳丘中心部分表土直下第 2層から古墳時代中期の古式土師

器の甕口縁部の破片 (No 2)が検出された。また墳丘北側第2層中から碧玉製象J片 (Noll)

墳裾北側第 8層中からは弥生土器片 (No 5, 6, 7, 8, 9,10)ん ミ検出された。

イ.周濠について

墳丘北辺および西辺では確認できなかったが,南辺および東辺においてほぼ直線的に走

る周濠内側の上端ラインが確認されたのみである。周濠幅,深さについては不明である。

出土遺物としては,東側周濠中から須恵器長頸重破片 (No 3)と ,時期不明の土師器片

(No 4)んミ出上した。

ウ.主体部について

墳丘中心部分の盛土を除去した段階で,地山面に主軸を南北におく2.8m× 2.4mの正方

形に近い方形墓壊プランが検出された。また,プラン検出時に中心からやや西寄りの位置

に子持勾玉 1個 (第13図)と , これを取り囲むように南北1.2m,東西0.4mの範囲から538個

の臼玉が検出された。更に10cm掘 り下げた時点で石棺の蓋石が検出された。

この墓壊は地山面からほぼ垂直に掘 り込まれており,深さは70cmを 測る。この墓羨中心

部分から来待石を使った箱式石棺が検出された。

この箱式石棺は,小口板を両側板で挟み,蓋石を置く通有のもので,来待石を平滑に加

工した石材を使った極めて整美なものである。

蓋石は全長208cm,幅 は南辺70cm,北 辺63cm,厚 さは平均 8 clnを測り, 2枚の石材を継

いで蓋石としており,その継目には白色の粘土で日張りをしてあった。この蓋石の周縁は

面取りが施されており,南側の蓋石上面中央部には長辺方向に鈍い稜を持つが,北側の蓋

石上面には稜は見られず,平滑に仕上げている。蓋石裏面には2 cln程度の浅いellり 込みが

施されている。この割り込みは南北蓋石の継目部分で若干寸法のズレが見られ,別々に加
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工 して継ぎ合わせたことがうかがえる。

石棺本体の内法は,長 さ163cm,南端幅45cm,北端幅40cm,深 さ30cmを測 り,東西両側

板はいずれも2枚の石材を継いで使用 している。蓋石との接合面及び内面は平滑に仕上げ

ているが,外面はやや粗雑で,東側板の南板外面にはノミの痕跡が残っている。

この両側板外面には棺材固定用と思われる石材が北西隅を除く3箇所にクサビのように

打ち込まれている (No8～ No17)。 これらの石材はいずれも安山岩を平らに打ち割ったもの

である。クサビ状の安山岩が認められなかった北西隅部分では,ペ グマタイト質カコウ岩

を使った拳大の石材 (No18)が 検出されたが,その形状からクサビとして使用されたかど

うか疑問が残る。また,西側板の下に置かれていた5個の石材 (No19～ No24)の 内,No24

と西側板固定用石材No17, さらに墓羨埋土中で検出された安山岩の破片が接合したことか

ら,石棺を組み立てる際に現地で安山岩を割って使用したものであることが考えられる。

石棺内部については,蓋石を除去した時点で蓋石の亀裂から落ち込んだと思われる流入

上が充満していた。この流入上を取り除くと深さ約30clnの位置に枕石と思われる石材 (No

l～No 7)お よび白色の砂が検出された。枕石は合計 7個あり,石材内訳は安山岩2個,

(註 2)

カコウ岩4個,玉髄質めのう1個である。

白砂は約 1～ 2 cmの厚さで一面に敷かれており,非常に粒が揃っている。またこの自砂

は,石英,チ ョウ石からなり,乃木層中の砂層から採集した砂を洗って使っているものと
(註 3)

思われる。

さらにこの白砂および石枕の下には,全面に3～ 5 cm大 の角が取れて丸みを帯びた礫を

使った礫床が敷かれていた。この除床の石材内訳は,約 7割を占めるカコウ岩類をはじめ,

安山岩,流紋岩などがあり,いずれも忌部川で採集できるなのを使っていた。

工.出土遺物について

第13図は墓壊検出面から出土した子持勾玉である。本体部は長さ1lclll,最大幅3.8clll,

厚さ2.5clllを 測 り,胴部断面はやや偏平気味な楕円形状を呈する。頭尾両端はカットして

平坦面を持ち,穿孔は 1箇所で径3.5mmを 測る。この胴体の腹部に1個,背部に5個,側
(註 4)

面にそれぞれ3個と4個の合計13個の鰭状突起を有する。石材は緑泥石化熱水変質岩で,

軟らかい石材を使っている。色調は淡青灰色を呈し,淡緑灰色および淡灰白色の縞模様が
(註 5)

見られる。年代については,大平茂氏の論考によるとA型子持勾玉の 1類, I-1形式に

属し, 5世紀後葉のものに比定される。
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第10図  2号壌壌二断面図

-21～ 22-



1.赤褐色土 (粘質,やわらかい)
2 淡黄褐色土
3.淡明赤褐色土 (固い,粘質)
4.淡暗赤褐色土 (圃い,粘質)
5.黄褐負十 (石棺内流入土)
6.白 砂
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第 11図  2号墳主体部実測図
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第 13図  2号墳出土子持勾玉,実測図
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0 10 Cml         l

第 14図 石棺内出土玉髄質めのう

PL-26,No 3は 子持勾玉を取 り囲むように出土した臼玉である。南北1.2m,東西0.4

mのやや広範囲に散布しており,直径3.5mln～ 4 mm,厚 さ0.5m14～ 2.Omln,孔径1.5mmを 測る

もので,完形品のものは538個 を数える。石材には淡青灰色と,やや緑がかった暗青灰色
のものが見られるが,すべて石材は子持勾玉と同一の緑泥石化熱水変質岩である。

1 石棺内の石枕として使われていた玉髄質めのうである。色調は赤味がかった暗茶褐色
を呈し,長さ13.4cHl,最大幅12.Oc41,厚 さ7.5cllを 測るもので,粗 く加工 して角を落とし

ている。

2 墳丘中央部分第2層,主体部検出面約30cla上 の位置から出土した古式土師器の甕口縁
部の破片である。口径20.4calを測る複合口縁を持つが, 口縁部外面の稜は顕部から連続 し

て作り出しており, 口縁端部は拡張 して平坦面を持ち,いわゆる小谷式よりは時期の下る

ものと考えられる。

3 東側周濠中および東側墳裾部分から出土した破片が接合したもので,須恵器の長顕壼
胴部破片であると思われる。最大胴部径19.4cHlを 測る。
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墳丘北裾 8層 中
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第 15図  2号 墳 出 土 遺 物
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4 東周濠中から出土した土師器の破片である。胎土は粗く,暗赤褐色を呈する。重甕類

の底部を思わせる器形であるが,通有のものに比べると重厚で,器種は断定できない。底

部径9.4硼,厚さ1.2clnを 測る。

5 北側墳丘裾部第 8層中から出土した甕口縁部の破片である。やや内傾した口縁部を持

ち,外面には最低 3条の凹線文があったものと推定されるが,風化が著しく詳細は不明で

ある。

6 北側墳丘裾部第 8層中から出土した甕口縁部の破片である。内傾した回縁部を持ち,

外面には4条の凹線文が施されている。日径は不明である。

7 北側墳裾第 8層中から出土 した重奏類の底部破片である。径7.2cllの 平底を持ち,外

面にミガキがわずかに観察できる。

8 北側墳丘裾部第 8層中から出土した奏口縁部の破片である。口縁部は頸部から大きく

外反し,端部を拡張する。調整等は風化のため不明である。

9 北側墳丘裾部第 8層中から出土した三甕類胴部の破片である。外面にハケロと,ハケ

原体によると思われる刺突痕跡が観察される。

10 北側墳裾部第 8層から出上 した重頸部の破片である。外面に4本の突帯を付ける。

11 墳丘北側斜面第 2層中から出土した剣片である。花仙山産出の碧玉を原石とするもの

である。

12 墳丘掘削中に出土した赤めのう製の敲石である。一部欠損するが,両端面に敲打痕が

残る。

これらのほかに,調査時に東側墳裾部分から黒燿石が9個集中して検出された (PL-26)。

いずれも製品のものはなく,原石から粗く打ち割った段階のものと見られ,中には接合で

きるものもあった。
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第 2表 石棺内使用石材一覧表

血 石材材質 h 石材材質

石

枕

玉髄質めのう 棺

材

固

定

用

安山岩

カヨウ岩 安山岩

カヨウ岩 安山岩

4 カヨウ岩 安山岩

5 安山岩 安山岩

6 カヨウ岩 ペグマタイト質カコウ岩

7 安山岩 側

板

下

詰

石

ペグマタイト質カヨウ岩

棺

材

固

定

用

8 安山岩 ペグマタイト質カコウ岩

安山岩 ペグマタイト質カヨウ岩

安山岩 安山岩

安山岩 安山岩

安山岩 安山岩

石材材質 個体数 比率(%)

カコウ岩 65.1

アップライ ト質カコウ岩

変質カヨウ岩

安山岩 11.2

流紋岩系

凝灰岩類

石英 1

珪質岩 3

避質 ミャク 1

玉髄質めのう

碧玉質めのう

堆積岩類

その他

合  計

第 3表 石棺内礫床石材一覧表
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第 4表 日工 計 測表 (1)

番号 直 径 厚 み 口 径

3

4

3 2

3 2

3

2

3

3 2

3

1

2

3

3 2

1

2

3 2

177 2

2

3

番号 直 径 厚 み 口 径

3

3

3

3

3

3

2

2

3 2

3

3

3 2

3 2

3

3 2

2

番号 直 径 厚 み 日 径

4

3

2

2

2

3 2

2

3

112

3

3

番 号 直 径 厚 み 口 径

3

2

2

2

1

3

3

1

3

4

3

3

3

番号 直 径 厚 み 口 径

2

2

3

3

2

2

2

2

I

1

2

2

2

3 2

番号 直 径 厚 み 日 径

1 2

2 3 2

3 2

4 3 2

5 2

6

7 4 2

8 2

9 2

2

2

3

4 2

2

2

1

2

2

3

2

2

2

2

―

諾

―



番号 直 径 厚 み 日 径

3

3

3 9

3

1

3

3

3 5

3 5

2

5

3 5

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3 2.2

番号 直 径 厚 み 日 径

2

2

l

1 5

8

1 5

4

2

2

2

5

5

5

5

5

324 6

4

2

番号 直 径 厚 み 日 径

3

272 3

2

3 1

3 2

3

2

3 2

3

3

3

3 l

3

3 1

3

3

3 2

3 2

3

3

2

3

2

2

番号 直 径 厚 み 口 径

3

3

2

3 2

2

3 2

2

3 2

3 2

3

1

3

3

3

3 2

3

3

3 2

3

3

3

3 2

3

第 5表 臼工 計 測 表 (2)

―

無

―

番号 直 径 厚 み 口 径

1 2

2 3

3

4

5

6 3

5

5 8

3 5 5

5

3

4 ユ

9

3 5

3 5

9

4

3

3 2

1

番号 直 径 厚 み 日 径

4

3

3

3

3

3 2

8

3

4

3

4

3

4 1

1

4 1

4 と



番号 直 径 厚 み 口 径

l 1.1

4

5

6 2

7 2

8 2

9

1

3 5

3 8

8

8 5

3

3

3

3

3

3

3

3

5

3

3 2

番号 直 径 厚 み 口 径

2

3 2

3

3

3

3

3

2.2

3

3 ユ

3

3 1

3

番号 直 径 厚 み 日 径

3

454 3

3

3 1

3

3

3

3

2

3

3

3

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

と

番号 直 径 厚 み 口 径

3

3

3 1

3

3

3

3 l

3

3

3

3

3

l

3

3

3

1

3

3 l

3

3 1

第 6表 臼玉 計 測 表 (3)

―

誤

―

番号 直 径 厚 み 口 径

2

2

2

2

2

3

3

1

2

3

3 2

1

1

1

番号 直 径 厚 み 口 径

2

1

2

l

2

2



(3)3号墳の調査

3号墳は墳頂部で標高30mを測り,古墳群中最も標高の高い位置に存在する。

3号墳の調査は,土層観察用の畦を丘陵尾根線に平行と直交する形で十字に設定して地

山面まで掘り下げた。昭和63年度に墳丘北半分,平成3年度に墳丘南半分を調査した。

イ
タ

第16図  3号墳調査後墳丘測量図

Ｄ

＼
＼±
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ア.墳丘について

調査の結果,直径1l m,墳裾からの比高 lmを測る円墳であることがわかった。

墳丘の築造方法は,地山面から周濠を掘り,直径1lmの 円形の墳丘基盤を形成し,旧表

土上に盛土を施して整形し, 6m× 6mのやや不整形な平坦部をつくる。最大盛土高は墳

丘中心部分で80cmを 測る。盛土は周濠掘削時の排土を利用 したものと考えられ,土色,土

質ともに地山に似ている。墳丘出土遺物としては,昭和63年度墳丘北側調査では墳丘掘削

時に出上した須恵器甕片 (No 8, 9)の みであるが, この破片は平成 3年度南側周濠中か

ら出上した須恵器甕 (Noll)と 同一個体のものであろうと考えられる。

イ.周濠について

墳丘南側では,幅1.8m～2.5m,深 さ10cm～ 20clnの 円弧を描く周濠が確認された。墳裾

北側tよ崩壊のため周濠は確認されなかったが,築造当初は古墳を取り巻いて円形に巡って

いたものと推定される。

この周濠からは昭和63年度に調査 した北西部分から古式上師器と,平成 3年度に調査し

た南東部分から須恵器が検出されている。

周濠北西部分では周濠底から約 5 cm浮いた位置から古式上師器の高芥 5個体 (No l～ 6),

小型重 1個体 (No 7)んミ検出された。周濠南東部分では約10cm～ 20cm浮いて墳裾から周濠

底にかけて流れ込むように多数の須恵器片が検出された。これらは復元すると,須恵器外

1個体 (No10),須 恵器密 1個体 (Noll)と なった。

ウ.主体部について

墳丘中心部分の表上を祭↓いだ段階で,来待石製の石棺側板と小口板の上面が検出された。

蓋石はすでに除去されており,蓋石の破片と思われる来待石の石材破片が流入土とともに

石棺内に落ち込んでいた。

石棺は,側板,小口板とともにやや厚手の来待石の一枚板を使い,可 口ヽ板を両側板で挟

んだ通有の形態をもつ箱式石棺である。石材tよ,蓋石との接合面及び石棺内面を平滑に仕

上げるが,両側板外面は粗く仕上げている。長辺主軸を南北方向からやや西に振った形で

置いている。西側板長204cm,側板高35cm,厚 さ15cn,東側板長2∽cm,側板高35cn,厚 さ15cm,

南小口板長40cm,高 さ30cm,厚 さ10cm,北小口板長30cm,高 さ33cm,厚 さ1lcmを測る。内

法は長さ176cm,南幅40cm,北幅30cln,深 さ25cmを 測り,南側を幅広に作っている。

この石棺は盛土中に納められており,旧表土面の上に第 6, 7層 を盛った段階で石棺を
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組合せ,石棺の周囲には赤褐色の粘上を張り付けて固定 し,再び盛土を施したものである。

また, この石棺を除去 した際に,下部から1.3m× 0.5m,深 さ18cmの 不整形の掘 り込みが

確認され,内部には来待石の細片を含んだ淡黄褐色土 (第 3層)が充満 していた。

石棺内出土遺物としては,棺底面北側に鏃先を北へ向けた鉄鏃が23本 (No l～23)東ね

られた状態で検出された。

石棺外出土遺物としては,石棺側板検出面南東角部分から全長37.lcmを 測る短刀 (No24)

が検出された。

工.出土遺物について

No lか らNo 7は 昭和63年度の調査で北西部の周濠中から検出された。

1 回径21.Ocmを 測る古式上師器の高芥外部破片である。口縁部で外反 し,やや深い外部

の外面に鈍い稜をもつ。外面には一部ハケロが残り,内面はハケロ調整の後に暗文を施す。

2 推定口径16.8clllを測る古式土師器の高外で,脚底部を欠損する。口縁部は外反し,や

や深い外部の外面に鈍い稜をもつ。芥底部外面および外部内面にハケロが残り,脚部内面

にケズリが見られる。

3・ 4 No3と No 4は 本来同一個体のもので,古式上師器の高芥である。口径19,2cm,底

径13.6clllを狽1る。口縁部は外反し,やや深い外部の外面に鈍い稜をつける。脚部は大きく

「ハJ字状に開き,径 7 mⅢの穿孔を1箇所に施す。調整は外部内外面は風化のため不明で

あるが,芥底部および脚部外面にミガキが残る。

5 口径15。 4clnを 測る古式上師器の高外で,脚部を欠損する。外部はやや浅く,底部から

口縁部にかけてゆるやかに内湾しながらのびる。調整は風化のため不明である。

6 口径16.8cm,底径8.9cm,器 高11.7clnを 測る古式上師器の高界である。外部はやや浅

く,底部から口縁部にかけてゆるやかに内湾しながらのびる。脚部は「ハ」字状に短く開

く。

7 推定口径8.6clnを 測る小型壷破片である。外面に所々ハケロが残 り,内面は頸部以下

にケズリが残る。

No 8, 9は昭和63年度の調査で墳丘掘削中に検出された。

8 厚さ0.6cmを 測る須恵器甕片で,外面に平行タタキが残るが,内面は当て具痕跡を擦

り消している。

9 厚さ1.Ocmを 測る須恵器甕片で,外面に平行タタキが残るが,内面は当て具痕跡を擦

り消している。
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A― L〓 31,00m

B― L〓31.00m

C― L=3α 50m

――D′

1.表 土
2.暗赤褐色土
3.暗黄褐色土
4.明赤褐色土
5.淡赤褐色土
6.暗黄褐色土
7.旧表土
8.淡赤褐色土
9.淡黄褐色土
10.淡赤褐色土
■.淡黒褐色土
12.暗茶褐色土
13.淡茶褐缶十
14.淡黄褐色土
15.赤褐色粘土
16.淡黒褐色土
17.淡赤褐角十
18.淡黄褐御十

一 A′

(5と 同質)

(黄色ブロック含む)

(石棺内流入土)

供 待石の細片を含む)

(5よ りやや暗い)

(粘質,赤褐色土混入)

3号墳墳丘盛土断面図

1'lm2

第 18図  3号墳墳丘断面図
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w一一 L=3α 50m ―一 E

石棺下掘り込み

凧 ―一

第 19図  3号 墳 石 棺 実 測 図
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No10,11は 平成 3年度の調査で南東部の周濠中から検出された。

10 口径14.0帥,器高4.5clllを測る須恵器の不である。底部からゆるやかに立ち上がり,

内湾しながら回縁部に至り,端部はわずかに外反する。不底部外面には静止糸切り痕が残

る。

11 回径25.Oclnを 測る須恵器の甕である。日縁部はゆるやかに外反 して開き, 口縁部外面

に一条の鋭い突帯をつける。胴部外面には平行タタキが残るが,内面は当て具痕跡を擦り

消している。

No l～ 24は,石棺内および石棺外から検出された鉄製品である。

1～23 鉄鏃は石棺北側に東ねて23本検出された。うち16本が柳葉形, 2本に逆棘を付け

たものが見られる。

24 石棺外南東角部,側石上端検出面で切先を北に向けて検出された短刀である。全長37.lcm,

刃長28.6cm,最大刃幅35cm,把長8.5clnを 測る。

第 7表  3号墳出土鉄鏃一覧表       (単 位 ca)

血 残存長 刃長 刃幅 鋒形態 h 残存長 刃長 刃幅 鋒形態
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第 21図  3号 墳 出土 鉄 製 品
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4

(1)子持勾玉について

子持勾玉は,その特異な形態に注目され,古 くは江戸時代から研究されている。

その形の起源については,魚形勾玉説,蚕起源説,櫛形勾玉派生説,銅鐸起源説などの

諸説があり,い まだに解明されていない部分が多いが,祭祀儀器として使われたであろう

ということが現在のおおよその考え方である。

子持勾玉は,島根,席取両県下においては現在までに島根 5個,鳥取19個が知られてい

るが偶然の発見によるものがほとんどで,調査時に発見されたものは,本例をはじめ金崎
(言主7)

一号墳出土例,出雲玉作跡出土例,福市遺跡出土例,研石山遺跡出土例,安来岩屋口遺跡

出土例など, ごく少数である。出土地について全国的に見ると,古墳時代中期から後期前

半に集中して古墳,集落祭祀遺跡等からの出土例が知られている。

子持勾玉の年代観については,調査中出土例が少ないため,い まだに編年が確立されて

いるとは言い難いが,鰭状突起の形態,勾玉本体の断面形比率および反 り比率などに注目

して各種の編年が試みられている。その中で,大平茂氏の論考の中に本例をあてはめてみ

ると,本体頭尾部両端を平面的に仕上げ,背部の鰭状突起が独立 していることから,A型

子持勾玉の 1類に分類され,勾玉本体断面比率0.73,反 り比率0.58で あることから正-1

形式範中に含まれ, 5世紀後葉の年代観が与えらる。

(2)主体部 について

二名留古墳群の 3基の古墳はいずれも来待石製の石棺を内部主体として持つものである

が,その形態には共通点と相違点が見られる。

まず共通点としては,石棺の長辺方向主軸をほぼ南北にとり,南側を幅広に作っている。

いずれも頭位を南に向けたものと考えられる。石材の組合せ方はいずれも小口板を側板で

挟み込む方法であり,一般的に見られる形態である。石材の調整法としては,いずれも蓋

石との接合面および内面を平滑に仕上げているが,外面は若千粗 く仕上げる傾向が見られ

る。

相違点としては,ま ず石材の使い方がある。 3号墳はやや厚手の石材ですべて一枚石を

使 うが, 2号墳は両側板,蓋石ともに2枚継ぎで使い, 1号墳は両側板ともに 3枚継ぎで

組み立てている。これは時期差と関係があるものと考えられ,時期が下がるにつれて運搬
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が容易なように小さな石材に分け,合理化を図っている。床面施設については, 1号墳は

土のままで, 2号墳は礫床の上に白砂を敷き, 3号墳は3枚の板石を使って床面とする。

これが時期差に起因するものかどうかは定かでないが, 3基中最も丁重に葬った感のある

のが2号墳であり,被葬者の地位,経済力とも兼ね併せて考える必要があると思われる。

3基それぞれの主体部について決定的に違うのは,石棺の埋納方法である。 3号墳は旧

表土上にある程度盛上を施した段階で石棺を組み立て,周囲を粘上で固定し,更に盛土を

施し,盛土中に浮いた状態で石棺を埋納する。 2号墳は地山面を掘り込んだ墓羨の中に石

棺を組み立てて埋め戻し,その段階で子持勾玉と臼玉を使った祭祀をして盛土を施す。ま

た,墳頂部で古式上師器密片が検出されたことから,墳丘築造後に再度祀りを行った可能

性もある。 1号墳は旧表土面上に石棺を組み立て,石棺本体部分まで盛土した段階で堤瓶

を供えて祀りを行っている。 3基の埋納形態がそれぞれに違うことがどのような理由によ

るものかは定かでない。今後の検討課題である。

(3)築造時期について

いずれも出土遺物は少ないが, 1号墳については石棺内出上高外から見ると,その手法

の特徴から6世紀の後半に考えられる。 2号墳については,石棺内出土土器はなく,墳頂

部出土の古式上師器甕片しか手がかりがないが, これをもって考えると, 日縁部の特徴か

ら小谷式から大東式の過渡期と考えられるが,ほかに本墳の墳丘出土遺物として弥生土器

屯出土しており,一概に土器をもって築造年代と断定することは難しい。また,子持勾玉

については,大平茂氏の論考によればA型 1類のI-1型式に属し, 5世紀後葉のもので

あると考えられ, この時期をもって本墳の築造隼代とするのが妥当に思われる。 1号墳に

ついては,石棺内出土遺物としては鉄鏃のみであり,手がかりとなるものは周濠中出土の

上器しかない。周濠中出土遺物としては,古式土師器高芥と須恵器甕があり,須恵器外身

も含まれるが,築造時期としては5世紀後葉と考えられる。2号墳と3号墳の新旧につい

ては断定が難しいが,古墳の立地から考えると,標高が高く眺望の最も優れた占地をする

3号墳が先行し,時期差を開けずに2号墳が築造され,約 1世紀後に1号墳が築造された

ものと考えたい。
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島根県

遺 跡 名 所 在 地 貯爆 備 考

二名留 2号墳 松江市乃木福富町
１
■ 主体部墓娠検出面出土

金崎一号墳 松江市西川津町 2 堅穴式石室内出土

出雲玉作跡 八東郡玉湯町 1 住居跡出土

岩屋口遺跡 安来市佐久保町 1 住居跡出土

第 8表 島根 。鳥取子持勾玉出土地一覧表

鳥取県

遺 跡 名 所 在 地 牧握 備 考

真名遺跡 岩美郡岩美町真名 1 川床出土

青島遺跡 鳥取市高住字青島 3 他に有孔石製板

日光坂遺跡 気高郡気高町矢口字日光坂
■
■

浜村遺跡 気高郡気高町浜村 2

高辻遺跡 東伯郡東郷町高辻字清水屋敷 1 2個連結式

東郷出土 東伯郡東郷町 1 倉吉―松崎間路上

福積遺跡 倉吉市福積
■
■

大栄出土 東伯郡大栄町 1

宮前田遺跡 東伯郡東伯町槻下字宮前田 ｌ́

御来屋遺跡 西伯郡名和町御来屋 1

平遺跡 西伯郡大山町平字大谷尻 1

長田追跡 西伯郡大山町長田 1

日下追跡 米子市日下 1

福市遺跡 米子市福市字吉塚 1 吉塚23号住居跡出土

泊村出土 東伯郡泊村石脇字堀 1

研石山遺跡 米子市新山萱原 1 住居跡出土
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5. /Jヽ

調査の結果,本古墳群は首墳時代中期後葉から後期中葉にかけて築造された古墳群であ

ることがわかった。本群中 3基全てに来待石製の箱式石棺を納め, しかも全て頭位を南に

置 くことなどから,同一系統の豪族によって築造されたものと考えられる。また周辺地域

を見渡すと,玉湯川,忌部川両流域では花仙山産出の碧玉,めのうを使った玉作 りが盛ん

に行われており,本古墳群の存在する丘陵の北方約500mの地点には,玉作 り工房跡が発

見された大角山遺跡が知 られている。また,本群中 2号墳の石棺内からは枕部分に玉髄質

めのうが使われていることなどから,本古墳群の被葬者は玉作 りに深くかかわった人物で,

本地域において権力を持つ人物であったであろうことがうかがわれる。

註1.本遺跡出上の石材,砂の材質及び組成については,すべて国立島根大学教育学部教授三浦 清

氏の御教示を頂いた。

2.註 1に同じ

3.註 1に同じ

4.註 1に同じ

5.大平 茂「子持勾玉年代考」 (『古文化談叢第21集』 1989)
6。 米子市教育委員会社会教育課主任杉谷愛象氏に御教示を頂いた。

7.島根県教育委員会文化課埋蔵文化財第 2係長 卜部吉博氏に御教示を頂いた。

結
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1.1号墳遠景
(昭和 54年当時,東より)

2.1号 墳近景 (南西 より)

3.石棺露出状況 (東方より)
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4.墳丘断ち割 り状況

5.提瓶出土状況

6.石棺近景 (南西より)
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7.石棺近景 (南東より)

8.石棺近景 (北西より)
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摯 婆

9.棺内短刀出土状況
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2号墳調査前近景
(平成 3年 )

11.東側周濠検出状況

12.南側周濠検出状況
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13.北側墳据土器出土状況

14.墓壊検出状況 (南より)

15。 子持勾玉出土状況
(竹串は日玉出土地点)
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16.子持勾玉近景

石棺蓋石検出状況
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19.石 棺蓋石状況 (南 より)

20.蓋石接合部状況 (東より)
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21.蓋石開棺状況 (北 より)
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自砂面検出

1大 浙己(】ヒより)

礫床面検出状況

(北 より)
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24.石 棺内状況



PL-10

25。 石棺南小口部

26.南東部棺材固定用石材

27.南西部棺材固定用石材
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28.北東部棺材固定用石材

29.北西部棺材固定用石材
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30。 礫床除去後 (北より)
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31.東側板状況

32.東側板ノミ痕
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34.西側板下詰石

35。 石棺除去後 (北より)

36.墓壊断ち割 り (北より)



PL-14

3号墳調査前近景
(昭和63年当時,東より)

3号墳調査前近景
(南 より)

39.墳丘状況 (西より)
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40。 墳丘状況 (東より)

41.周濠北西部堆積土層状況
(竹 串は土器出土地点)

42.周濠北西部上器出土状況
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3号墳調査前近景
(平成 3年 ,西より)

3号墳調査前近景
(東 より)

周濠南東部検出状況

(南 より)
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46.周濠南東部土器出土状況
(東より)

47.石棺検出状況 (南より)

石棺南東部短刀出土状況

(東より)
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49.石棺北側鉄鏃出土状況

50。 石棺内完掘状況 (南 より)

51.石 棺内完掘後 (南東より)
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52.石棺南側粘土状況

53.石棺東側粘土状況

54.セ クション除去後
(北西より)
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セクション除去後

(南西より)

56.南小日板

57.北小日板
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58.石 棺除去後 (南より)

石棺下掘り込み断面

(南より)

60。 石棺下断ち割 り状況

(南より)
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石棺下断ち割り状況

(西 より)

62.完掘状況 (南西より)

63.完掘状況 (南東より)
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